様　式　Ｃ － ６ 
	平成１９年度科学研究費補助金（（例）基盤研究（Ａ））実績報告書（収支決算報告書）

研

究

代

表

者
所属研究機関の
本部の所在地
〒１８４－８５０１
　東京都小金井市貫井北町４－１－１
所属研究機関
・部局・職名
東京学芸大学・○○学部・教授
フリガナ
· ○　　○　○　　

氏　　　名

· ○　　○　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
独立行政法人　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年○○月○○日

日本学術振興会理事長　殿


	研究課題名
	平成１９年度科学研究費補助金交付申請書に記載した研究課題名を記入すること。
	交付を受けた補助金
	円

	
	
	
	直接経費
	円

	
	
	
	間接経費
	円

	費 目 別 収 支 決 算 表　　

	
	合　計
	直接経費
	間接経費

	
	
	計
	物　品　費
	旅　費
	謝　金　等
	その他
	

	実支出額の
使用内訳
	円


	円


	円


	円


	円


	円


	円



	交付申請書に記載の補助金の使用内訳

	円


	円


	円


	円


	円


	円


	円



	備考欄
	変更申請手続きをした場合のみ「備考」欄に日本学術振興会承認年月日を記入すること。
	間 接 経 費 譲 渡 内 訳

	
	
	譲渡先研究機関名
	譲 渡 額
	変更届の提出日

	
	
	
	円
	

	
	
	
	円
	

	
	
	計
	円
	

	主要な物品明細書（一品又は一組若しくは一式の価格が５０万円以上のもの）

	物　　品　　名
	仕　    様
型・性能等
	数　　量
	単　価

　　(円)
	金  額
　　(円)
	設置研究機関名

	
	
	
	
	
	

	課題番号
	１２３４５６７８
	機関番号
	１２６０４

	研 究 組 織　

	役　割　分　担
	研究代表者及び研究分担者
	直 接 経 費
	備　　　考

	
	所属研究機関

・部局・職名
	氏　　名
	交付申請書に記

載の補助金額
	実 支 出 額
	

	
	
	
	円
	円
	

	（例）研究の役割分担を記入してください。
	東京学芸大学・教育学部・教授
	学芸　太郎
	1,000,000
	1,000,000
	

	計
	名

１
	円

1,000,000
	円

1,000,000
	


少額の図書を多量に購入した場合には、５０万円程度を一括して


例えば「西洋中世政治史関係図書」のようにある程度図書の内容が判明するような表現を用いて記入すること。


なお、この場合、図書の数量は必ず記入すること。





4) 補助金の交付の決定を受けた後に、研究代表者の交替、研究分担者の追加・辞退があった場合には、該当者「備考」欄に次のとおり記入すること。





区分�
「備考」欄への記入事項�
�
研究代表者の交替�
「交替」、旧研究代表者氏名、日本学術振興会承認年月日�
�
研究分担者の追加�
「追加」、日本学術振興会承認年月日�
�
研究分担者の辞退�
「辞退」、日本学術振興会承認年月日�
�






研究代表者が一人で行う研究の場合（研究代表者の交替、研究分担者の辞退があった場合を除く。）は、


「計」欄には「１」と記入するのみで差し支えないが必ず上記のように記入してください。








間接経費の交付を受けた研究者が、年度途中に所属研究機関の変更に伴い、補助事業完了時に所属する研究機関以外に間接経費を譲渡した場合に記入すること。





各費目欄に該当する経費がない場合には、「０」を記入すること。











使用した補助金のほか、当該研究のために使用した利子（預貯金利息）がある場合には、当該預貯金利息も含めて実支出額を記入すること。








「直接経費」欄の「計」の額が「研究組織」欄中の「実支出額」欄の「計」の額と一致していることを確認する。








直接経費について、使用内訳の変更の承認を受けている研究課題は、変更承認後の使用内訳を記入








1) 実績報告書作成時又は平成２０年３月３１日のいずれか早い時点での所属研究機関・部局・職名を記入すること。


年度の途中において分担部分を終了した後に所属する研究機関を変更した研究分担者については、分担部分終了時点（所属機関変更前）の所属研究機関・部局・職名を記入すること。


外国人特別研究員の場合は、研究代表者となる「受入研究者」が所属する研究機関・部局・職名及び研究分担者となる「外国人特別研究員」が研究に従事する研究機関名、研究を行う研究室が属する学部・研究所等の名称、職名（「外国人特別研究員」）を記入すること。








② ①以外の場合は、次のとおり記入すること。








2)「交付申請書に記載の補助金額」欄、「実支出額」欄については、研究代表者及び研究分担者ごとに直接経費の支出状況について記入すること。


分担金を配分していない研究課題については、研究代表者の一括使用として「実支出額」を記入すること。


なお、交付決定時に研究代表者が補助金を一括使用していた場合で、交付決定後に研究分担者に補助金の一部を配分することとした場合は、該当者の「備考」欄に日本学術振興会承認年月日を記入すること。


　





3) 使用した補助金のほか、当該研究のために使用した利子（預貯金利息）がある場合には当該預貯金利息を含めて実支出額を記入すること。








「費目別収支決算表」欄の物品費によって購入した、一品又は一組若しくは一式の価格が　　　　　５０万円以上の物品（図書を含む。）について記入すること。








図書については、１冊又は１組の価格が５０万円以上の場合は必ず書名、金額を記入すること。








平成１９年度に交付を受けた補助金の額を円単位で記入する。直接経費及び間接経費についてもそれぞれの額を記入すること。











